
し
て
、
新
し
い
出
発
を
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

四
年
制
の
大
学
へ
と
新
時
代
を
意
義
あ
る
教
育
・
研
究
の
機
関
と
し
て
、
発
展
さ
せ
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
四
年
制
の
「
身
延
山
大
学
」
と
し
て
昇
格
し
、
新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
誠
に
同
慶
に
耐
え
な
い
。

従
来
、
『
棲
神
』
の
名
称
の
も
と
で
、
永
年
に
わ
た
り
馴
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
本
誌
も
、
こ
れ
を
機
に
『
身
延
論
叢
』
と

よ
り
一
層
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
研
究
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

身
延
山
短
期
大
学
は
、
去
る
平
成
七
年
四
月
一
日
、
本
学
学
生
・
同
窓
生
・
教
職
員
を
始
め
、
関
係
各
聖
の
宿
願
で
あ
っ

「
行
学
二
道
」
は
、
す
で
に
周
知
の
ご
と
く
、
本
学
の
建
学
精
神
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
短
期
大
学
の
時
代
か
ら
、

創

刊
に
際
し
て

学
長
宮
崎
英
修

（
平
成
八
年
二
月
宗
祖
降
誕
の
剛
）


